
第 60 号

かごしま県議会だよりは､ 点字版､
音声版を発行しています｡ お問い
合わせは､ 県議会事務局まで｡

編集·発行　鹿児島県議会
〠890－8577
鹿児島市鴨池新町10番１号
電  話 　099‐286‐2111㈹

平成26年12月26日〔年２回発行〕

　県議会は、今年も定例会や臨時会に
おける審議、審査等や行政視察をはじ
め、議員提案条例の制定、知事への政
策提言など、政策立案機能や行政監視
機能の充実・強化に取り組むととも
に、県民の議会活動への参加を推進す
るため、地域の諸課題等について県民
と県議会で意見交換を行う「あなたの
そばで県議会」を開催するなど、積極
的な活動を展開しました。

「かごしま歯と口腔の健康づくり県民条例」を制定（11月）

県議会ホームページ http://www.pref.kagoshima.jp/gikai/
会議録掲載中

 （本会議、予算特別委員会の模様がインターネットで）  ご覧になれます議会映像配信中 （本会議、委員会の会議録がインターネットで検索、）　　閲覧できます　　　　　　　　　　　　　　

川内原発再稼働について審議（11月）

「食と生活習慣病」について知事に政策提言（10月）

あなたのそばで県議会を開催（7月奄美市（左）・日置市（右））

県議会この 1年～積極的な活動を展開～
議員提案条例、政策提言、あなたのそばで県議会など

鹿
児
島
県
議
会
議
長　

池
畑
　
憲
一

平
成
26
年
を
振
り
返
っ
て

　
今
年
は
、
11
月
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
は
、全
国
初
の
ケ
ー

ス
で
、
県
民
の
み
な
ら
ず
、
国
民
や
海
外
の
関
心
も
非
常
に
高
か
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
県
議
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
原
子
力
安
全
対
策
等
特
別
委

員
会
に
お
け
る
３
年
半
に
わ
た
る
調
査
・
審
議
を
踏
ま
え
、
臨
時
会
に
お
い

て
再
稼
働
に
賛
成
の
趣
旨
の
陳
情
を
採
択
す
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
て
、

原
子
力
安
全
政
策
の
推
進
及
び
再
稼
働
に
関
し
て
最
大
限
の
対
応
を
行
う
よ
う

求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
、
直
ち
に
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
政
府
に
要

請
を
行
い
ま
し
た
。
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
不
断
に
追
求
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
そ
の
安
全
性
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
民
と
県
議
会
と
の
意
見
交
換
会
「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
」

を
今
年
も
２
地
域
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
で
県
内
全
地
域
を
一
巡
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
県
民
の
皆
様
か
ら
直
接
伺
っ
た
意
見
に
つ
い
て
、
県
政
や

県
議
会
で
の
議
論
に
反
映
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
知
事
へ
の
政
策
提
言
、
政
策
条
例
の
制
定
な
ど
、
今
年
１
年

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
地
方
分
権
改
革
の
進
展
す
る
中
、
議
会
の
責
任
と
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
県
民
の
皆
様
が
、
県
民
の
代
表
機
関

で
あ
る
議
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
な

が
ら
、
行
政
監
視
機
能
や
政
策
立
案
機
能
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
み
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
県
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
も
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農業改革に関する意見書を政府に提出（６月）
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「
食
と
生
活
習
慣
病
」
に
つ
い
て

政
策
提
言
（
10
月
）

川
内
原
子
力
発
電
所
再
稼
働
に
賛
成

の
陳
情
を
採
択

　
県
議
会
で
は
、
平
成
23
年
6
月
に
原
子
力
安

全
対
策
等
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

川
内
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
等
に
つ
い

て
調
査
、
審
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
　

　
今
年
は
、
定
例
会
に
お
け
る
審
査
の
ほ
か
、

10
月
に
は
閉
会
中
委
員
会
を
開
催
し
、
川
内
原

子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
対
す
る
賛
成
、
反
対

双
方
の
陳
情
者
や
国
の
関
係
者
を
参
考
人
と

し
て
招
致
し
て
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　
11
月
に
は
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
県
民
等
の

関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
々
が

傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
臨
時
会
に
お
い
て
は
、
再
稼
働
に
関
す
る

40
件
の
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
の
審
査
、
採
決

を
行
い
、「
川
内
原
子
力
発
電
所
１
・
２
号
機
の

一
日
も
早
い
再
稼
働
を
求
め
る
陳
情
」
を
採
択

し
ま
し
た
（
表
紙
写
真
参
照
）。

　
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
及
び
再
稼

働
の
判
断
に
つ
い
て
、
国
民
及
び
地
方
公
共
団

体
に
対
し
、
国
が
前
面
に
立
っ
て
明
確
か
つ
丁

寧
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
理
解
を
得
る
よ
う
取

り
組
む
こ
と
な
ど
を
求
め
る
「
原
子
力
発
電
所

の
再
稼
働
等
に
関
す
る
意
見
書
」
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
政
策
立
案
推
進
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
、
10
月
３
日
、
知
事
に
対
し
、
政

策
提
言
を
行
い
ま
し
た
（
表
紙
写
真
参
照
）。

︿
提
言
の
主
な
内
容
﹀

○
食
と
生
活
習
慣
病

⑴
県
民
へ
の
意
識
啓
発

　
　
食
と
栄
養
等
に
関
す
る
情
報
・
知
識
の

　
一
層
の
普
及
・
啓
発
　
な
ど

⑵
生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す
る
た
め
の 

　
食
育
の
推
進

　
　
相
談
・
指
導
体
制
の
充
実
強
化
　
な
ど

⑶
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
食
環
境
の
整
備

　
　「
か
ご
し
ま
食
の
健
康
応
援
店
」
の
拡
大

　
や
Ｐ
Ｒ
強
化
　
な
ど

あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
を

開
催
（
7
月
）

　
７
月
12
日
に
日
置
市
中
央
公
民
館
、
同
月
26

日
に
大
島
支
庁
（
奄
美
市
）
で
「
あ
な
た
の
そ

ば
で
県
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
（
表
紙
写
真

参
照
）。

　
日
置
市
会
場
で
は
約
70
人
、
奄
美
市
会
場
で

は
約
90
人
の
地
域
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
や
奄
美
の

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
伴
う
地
域
活
性
化
な

ど
、
地
域
の
方
々
か
ら
出
さ
れ
た
様
々
な
地
域

課
題
や
振
興
策
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

あなたのそばで県議会（奄美市・７月）

「
か
ご
し
ま
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
県
民
条
例
」
を
制
定
（
11
月
）

　
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
議
員
提
案
に
よ
る

「
か
ご
し
ま
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
県
民
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
（
表
紙
写
真
参
照
）。

　
こ
の
条
例
は
、
今
年
度
の
政
策
立
案
推
進
検

討
委
員
会
の
報
告
（
６
月
）
を
受
け
た
も
の
で
、

歯
と
口
腔
の
健
康
が
、
県
民
の
健
康
で
質
の
高

い
生
活
の
確
保
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
等
全
身

の
健
康
の
保
持
・
増
進
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
条
例
で
は
、
基
本
理
念
の
ほ
か
、
県
、
県
民
、

歯
科
医
師
等
の
責
務
や
役
割
、
乳
幼
児
期
か
ら

高
齢
期
ま
で
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

歯
科
疾
患
対
策
等
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
定

め
て
い
ま
す
。

か
ご
し
ま
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

（
県
・
か
ご
し
ま
の
〝
食
〟
交
流
推
進
会
議

作
成
）

条例案作成委員会と関係団体等との意見交換（7月）

海
外
経
済
交
流
促
進
等
特
別
委
員
会

が
海
外
調
査
を
実
施
（
８
月
）

　
県
産
品
の
販
路
拡
大
、
企
業
の
海
外
展
開
、

観
光
・
国
際
交
流
の
促
進
等
を
図
る
た
め
、
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
海
外
と
の
経
済
交
流
に

つ
い
て
、
諸
施
策
や
課
題
等
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
８
月
、
台
北
市
で
汎
佳
旅
行
社
と
鹿
児
島
へ

の
送
客
状
況
等
に
つ
い
て
、
香
港
で
香
港
中
文

大
学
の
学
生
と
鹿
児
島
と
の
人
的
交
流
等
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

香港中文大学の学生との意見交換（香港・８月）

原発再稼働等に関する意見書を政府に提出（11月）
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　各常任委員会は、それぞれ所管事項につい

て県内各地の行政視察を実施し、審査又は調

査の参考としています。県内を巡って（常任委員会行政視察）

徳之島地区消防組合を視察
（徳之島町・5月）

離島医療について意見交換
（南種子町・5月）

総

務

委

員

会

産
業
経
済
委
員
会

企
画
建
設
委
員
会

文
教
警
察
委
員
会

環
境
厚
生
委
員
会

NPO法人頴娃おこそ会の取組を視察
（南九州市・7月）

○
危
機
管
理
・
消
防
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
徳
之
島
地
区
消
防
組
合
、
徳
之
島
町
消
防

団
及
び
奄
美
市
住
用
総
合
支
所
を
訪
問
し
、

地
域
の
消
防
体
制
や
防
災
対
策
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
第
十
管
区
海

上
保
安
本
部
に
お
け
る
重
点
業
務
や
Ｊ
Ｘ
日

鉱
日
石
石
油
基
地
（
株
）
喜
入
基
地
の
防
災

体
制
等
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

　
大
隅
縦
貫
道
・
南
薩
縦
貫
道
等
の
地
域

高
規
格
道
路
や
一
般
県
道
等
道
路
の
整
備

状
況
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

○
観
光
・
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
大
隅
地
域
の
観
光
拠
点
と
し
て
整
備
が

進
む
本
土
最
南
端
の
佐
多
岬
と
そ
の
周
辺

地
域
や
、
海
外
ま
き
網
船
の
大
型
化
に
対

応
す
る
た
め
岸
壁
等
の
整
備
が
進
む
枕
崎

漁
港
等
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

○
農
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
天
敵
等
を
活
用
し
た
生
物
的
防
除
等
を
複

数
組
み
合
わ
せ
て
、
病
害
虫
被
害
を
最
小
限

に
す
る
技
術
（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
）
で
成
果
を
上
げ
て

い
る
志
布
志
市
の
ピ
ー
マ
ン
農
家
の
方
々
と

の
意
見
交
換
や
農
場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
県
農
業
の
技
術
開
発
と
担
い
手

の
育
成
を
推
進
し
て
い
る
県
農
業
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
等
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

○�

県
土
の
保
全
・
生
活
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て

　
砂
防
事
業
、
寄
洲
除
去
事
業
や
河
川

改
修
事
業
等
の
現
地
を
視
察
し
た
ほ
か
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
施
設
、
船
間

水
力
発
電
所
等
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
学
校
や
関
連
施
設
等
を
訪
問
し
、
土
曜

授
業
の
実
施
状
況
や
特
別
支
援
教
育
、
放

課
後
こ
ど
も
教
室
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、文
化
財
の
保
存
状
況
に
つ
い
て
、

奄
美
群
島
の
先
史
時
代
を
知
る
重
要
な
手

が
か
り
で
あ
る
宇
宿
貝
塚
史
跡
公
園
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

○
警
察
行
政
に
つ
い
て

　
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
の
管
内
の
概
況

等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
、
南
さ
つ

ま
警
察
署
で
は
地
域
住
民
、
瀬
戸
内
警
察
署

で
は
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て

　
公
立
種
子
島
病
院
等
10
カ
所
を
訪
問
し
、

離
島
医
療
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
や
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
環
境
対
策
に
つ
い
て

　
公
共
関
与
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
管
理
型

最
終
処
分
場
「
エ
コ
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
」

を
視
察
し
た
ほ
か
、
志
布
志
市
・
大
崎
町

の
一
般
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
等
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
林
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
県
産
材
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
屋

久
島
で
地
元
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
ほ
か
、
志
布
志
港
か
ら
の
木
材
輸
出
の

取
組
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

「エコパークかごしま」を視察
（薩摩川内市・7月）

宇宿貝塚史跡公園を視察
（奄美市・7月）

地域住民との意見交換
（南さつま市・5月）

根占の砂防事業の現地を視察
（南大隅町・5月）

ＮＰＯ法人との意見交換
（南さつま市・11月）

ピーマン農家を視察
（志布志市・5月）枕崎漁港を視察（枕崎市・7月）

○
共
生
・
協
働
の
取
組
に
つ
い
て

  

地
域
に
お
い
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
訪
問
し
、
設
立
趣
旨

や
こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
が

抱
え
る
運
営
上
の
課
題
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
大
隅
地
区
及
び
南
薩
地
区
に
お
い
て
、

地
域
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

５
月　

奄
美
地
区

７
月　

鹿
児
島
・
南
薩
地
区

12
月　

鹿
児
島
・
大
隅
地
区

５
月　

大
隅
地
区

７
月　

南
薩
・
北
薩
地
区

５
月　

大
隅
地
区

11
月　

南
薩
地
区

５
月　

南
薩
・
鹿
児
島
地
区

７
月　

奄
美
地
区

５
月　

熊
毛
地
区

７
月　

北
薩
地
区

11
月　

大
隅
地
区
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こ
の
印
刷
物
は
、
環
境
に
優
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

請
願
・
陳
情
の
提
出

　
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
議
会
庁
舎
受
付
で
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
（
補
聴
設
備
や
車
椅
子

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。）。

　
な
お
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
日
の
５
日
前
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

　
議
会
庁
舎
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

議
員
連
盟
の
活
動
状
況

事務局の組織と問い合わせ先

　県議会についてのお問い合わせは、
　県議会事務局の各課・室へお寄せください。

■ 県政に係る調査
■ 広報、情報公開 など
TEL:099‒286‒5043
FAX:099‒286‒5659

政務調査課議  事  課
■ 本会議、委員会
■ 請願・陳情、傍聴 など
TEL:099‒286‒5033
FAX:099‒286‒5659

■ 正・副議長の秘書事務
■ 議員表彰 など
TEL:099‒286‒5017
FAX:099‒286‒5656

秘  書  室
■ 議会の庶務、経理
■ 庁舎見学 など
TEL:099‒286‒5013
FAX:099‒286‒5655

総  務  課

虚
礼
廃
止
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
！

　
県
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
を
遵

守
す
る
と
と
も
に
、
鹿
児
島
県
議
会
議

員
政
治
倫
理
要
綱
を
定
め
、
県
内
全
域

に
お
い
て
次
の
こ
と
を
遵
守
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
（
自
筆
に
よ
る
答
礼
の

年
賀
状
や
親
族
等
へ
の
祝
儀
等
例
外
が

あ
り
ま
す
。）。

○
地
域
の
行
事
や
冠
婚
葬
祭
等
に
、
電

報
等
を
贈
ら
な
い
。

○
新
聞
等
へ
の
賛
助
広
告
や
年
賀
状
、

挨
拶
状
等
を
出
さ
な
い
。

○
中
元
、
歳
暮
、
餞
別
等
の
提
供
・
収

受
を
し
な
い
。
　
な
ど

　
県
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
の
あ
る

方
は
、
ど
な
た
で
も
県
議
会
に
請
願
・

陳
情
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

　
請
願
・
陳
情
書
の
趣
旨
は
、
お
お
む

ね
１
５
０
０
字
以
内
で
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

　
請
願
書
の
提
出
に
は
議
員
の
紹
介
が

必
要
（
陳
情
書
の
提
出
に
は
不
要
）
で

す
。

　
議
会
開
会
日
の
２
日
前
ま
で
に
提
出

さ
れ
た
請
願
・
陳
情
書
が
そ
の
定
例
会

の
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

県議会のホームページ

ホームページアドレス

http://www.pref.kagoshima.jp/gikai/
携帯電話用ホームページアドレス
http://www.pref.kagoshima.jp/mobile/

さ
と
う
き
び
・
で
ん
ぷ
ん
用

か
ん
し
ょ
振
興
議
員
連
盟

　
本
県
の
さ
と
う
き
び
及
び
で
ん
ぷ
ん

用
か
ん
し
ょ
生
産
の
振
興
を
促
進
す
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
6
月
、
種
子
島
地
区
に
お
け
る
さ
と

う
き
び
ほ
場
等
の
現
地
視
察
や
意
見
交

換
を
行
い
、
11
月
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お

け
る
聖
域
品
目
の
関
税
撤
廃
適
用
除
外

や
生
産
振
興
対
策
等
に
つ
い
て
知
事
に

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　ホームページでは、本会議・予算特別委員会の模様
を配信しています。また、会期日程、請願・陳情の手続、
議員紹介、会議録検索、広報テレビ番組の放送日時
などを掲載しています。

鹿児島県議会

鹿
児
島
・
上
海
線
利
用
促
進

協
議
会

　
本
県
発
展
の
た
め
に
重
要
な
路
線
で

あ
る
鹿
児
島
・
上
海
線
の
利
用
を
促
進

す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
、
昨
年
に
引
き
続
き
上
海
市
の

中
国
東
方
航
空
本
社
、
上
海
市
人
民
対

外
友
好
協
会
な
ど
を
訪
問
し
、
同
路
線

維
持
の
要
請
や
利
用
促
進
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

　
平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
に
関

す
る
調
査
・
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
　（
◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長
）

（
定
数
23
人
）

定例会・臨時会を振り返る
平成26年11月臨時会

川内原子力発電
所再稼働に賛成
の陳情を採択

〈
会
期
〉
11
月
５
日
か
ら
11
月
７
日
ま
で
の
３
日
間

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
1
件
、
継
続
39
件
を
審
議
、
1
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
等
に
関
す
る
意
見
書
を

可
決

〈
委
員
会
の
審
査
状
況
等
〉

・
原
子
力
安
全
対
策
等
特
別
委
員
会
は
川
内
原
子
力
発
電
所
の

　
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
調
査
・
審
査

農業改革に関する意見書等を可決

平成26年第２回定例会

川内原子力発電所の再稼働、人口減少、
エネルギー政策、知事の政治姿勢などに
ついて論議

〈
会
期
〉
６
月
13
日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
の
22
日
間

〈
代
表
質
問
〉
自
民
党
県
議
団
　
堀
口
文
治
議
員

　
　
　
　
　 

県
民
連
合
　
　
　
柳
　
誠
子
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
鹿
児
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
議

案
な
ど
17
件
の
議
案
を
可
決
、
承
認
又
は
同
意

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
７
件
、
継
続
15
件
を
審
議
し
、
１
件
を

採
択

〈
意
見
書
〉
農
業
改
革
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
、
４
件
を
可
決

〈
委
員
会
の
審
査
状
況
等
〉

・
常
任
委
員
会
は
付
託
議
案
等
を
調
査
・
審
査

・
原
子
力
安
全
対
策
等
特
別
委
員
会
は
川
内
原
子
力
発
電
所

　
の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
調
査
・
審
査
、
参
考
人
か
ら
意

　
見
聴
取

・
海
外
経
済
交
流
促
進
等
特
別
委
員
会
は
ア
ジ
ア
地
域
の
概

　
況
と
本
県
と
の
人
的
交
流
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
査

補正後総額７, ９２２億円の
一般会計補正予算を可決

平成26年第３回定例会

川内原子力発電所の再稼働、スーパーアリー
ナ構想、肥薩おれんじ鉄道などについて論議

〈
会
期
〉
９
月
９
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
25
日
間

〈
代
表
質
問
〉
自
民
党
県
議
団
　
桑
鶴
　
勉
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禧
久
伸
一
郎
議
員

　
　
　
　
　 

県
民
連
合
　
　
　
青
木
　
寛
議
員

　
　
　
　
　
　

公
明
党
県
議
団
　
松
田
浩
孝
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
20
件
の
議

案
を
可
決
又
は
同
意
。
決
算
認
定
議
案
３
件
を
継
続
審
査

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
19
件
、
継
続
14
件
を
審
議
、
11
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
勤
務
獣
医
師
の
人
材
確
保
対
策
等
を
求
め
る
意

見
書
な
ど
、
13
件
を
可
決

〈
決
議
〉
民
事
調
停
の
早
期
解
決
を
求
め
る
決
議
を
可
決

〈
委
員
会
の
審
査
状
況
等
〉

・
常
任
委
員
会
は
付
託
事
項
を
調
査
・
審
査

・
原
子
力
安
全
対
策
等
特
別
委
員
会
は
川
内
原
子
力
発
電
所
の

　
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
調
査･

審
査
、
参
考
人
か
ら
意
見
聴
取

・
海
外
経
済
交
流
促
進
等
特
別
委
員
会
は
海
外
誘
客
対
策
や
海

　
外
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
誘
致
促
進
等
に
つ
い
て
調
査

議員提案の「かごしま歯と口腔
の健康づくり県民条例」を可決

平成26年第４回定例会

平成27年度当初予算編成方針、川内
原子力発電所の再稼働、地方創生な
どについて論議

〈
会
期
〉
11
月
27
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
22
日
間

〈
代
表
質
問
〉
自
民
党
県
議
団
　
吉
留
厚
宏
議
員

　
　
　
　
　 

県
民
連
合
　
　
　
ふ
く
し
山
ノ
ブ
ス
ケ
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
28
件
の
議
案

を
可
決
、
認
定
又
は
承
認

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
14
件
、
継
続
36
件
を
審
議
し
、
６
件
を

採
択

〈
意
見
書
〉
農
協
改
革
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決

〈
委
員
会
の
審
査
状
況
等
〉

・
常
任
委
員
会
は
付
託
事
項
を
調
査
・
審
査

・
原
子
力
安
全
対
策
等
特
別
委
員
会
は
川
内
原
子
力
発
電
所 

　
の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
調
査
・
審
査

・
海
外
経
済
交
流
促
進
等
特
別
委
員
会
は
海
外
と
の
文
化
・

　
芸
術
、
青
少
年
の
交
流
促
進
等
に
つ
い
て
調
査

◎
た
け 

昭
一

〇
持
冨 

八
郎

　
下
鶴 

隆
央

　
西
髙    

悟

　
ふ
く
し
山 

ノ
ブ
ス
ケ

　
遠
嶋 

春
日
児

　
柚
木 

茂
樹

　
瀬
戸
口 

三
郎

　
桃
木
野 

幸
一

　
井
上 

章
三

　
禧
久 

伸
一
郎

　
吉
留 

厚
宏

　
ま
つ
ざ
き 

真
琴

　
永
井 

章
義

　
堀
之
内 

芳
平

　
髙
橋    

稔

　
吉
永 

守
夫

　
前
原    

尉

　
外
薗 

勝
蔵

　
小
幡 

兼
興

　
柴
立 

鉄
彦

　
中
村    

眞

　
田
之
上 

耕
三知事への申し入れ（11月）

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
活
性
化

議
員
連
盟

　
地
域
の
重
要
な
交
通
機
関
で
あ
る
肥

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
活
性
化
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
、
薩
摩
川
内
市
、
阿
久
根
市
及

び
出
水
市
の
議
員
連
盟
と
合
同
で
国
土

交
通
省
等
へ
の
要
望
活
動
や
関
係
機

関
、
民
間
団
体
等
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

中国東方航空本社への要請（上海市・10月） ３市議会等との意見交換会（薩摩川内市・11月）

加
世
田
竹
田
神
社
稚
児
踊
保
存
会
の
皆
さ
ん


